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交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
願

　
春
の
変
通
安
全
還
動
は
、
去
る
十

五
日
ま
で
全
国
一
せ
い
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
引
続
き
新
λ
学
生
児
童

新
入
園
児
、
さ
ら
に
春
の
行
楽
シ
ー

交
通

ズ
ン
を
控
え
て
、
五
月
五
日
ま
で

「
変
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
願
い
」
に
向

っ
て
、
十
日
町
警
察
署
、
市
変
通
対

策
協
議
会
、
安
全
協
会
、
運
転
者
協

ヒ
ロ書

し、

導
目
貝
を
任
A
叩

会
な
ら
び
に
関
係
団
体
が
一
体
と
な

っ
た
、
事
故
防
止
運
動
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
自
町
市
内
も
鶉
消
え
と
同
時
に

車
の
数
も
ぐ
ん
と
増
え
て
き
ま
し

た
。
市
で
も
こ
と
し
か
ら
条
例
に
よ

り
交
通
対
策
協
議
会
委
昌
を
委
嘱
す

る
一
方
、
変
通
安
全
保
持
の
指
導
普

及
の
た
め
、
交
通
指
導
員
を
任
命
し

積
極
的
な
交
通
対
策
に
乗
り
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
と
し
の
変
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
運
転
者
、
歩
行
者
、
こ
ど
も
向

け
の
三
本
立
て
を
決
め
、
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
十

日
町
警
祭
署
管
内
で
起
き
た
昨
年
一

一
力
麓
の
蓋
酸
の
澆
を
妻

す
と
、
発
生
件
数
百
四
十
二
件
の
う

ち
、
徐
行
し
な
い
車
が
二
十
六
件
と

最
も
多
く
、
わ
き
み
運
転
二
＋
四
件

が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
酒
よ
い
運
転
が
＋

｝
六
件
と
な
っ
て
お
り
、
運
転
者
の
年

令
も
二
十
才
5
二
十
四
才
ま
で
、
運

転
経
験
鉦
数
五
年
5
十
年
ま
で
の
人

が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
交
通
対

策
協
議
会
委
員

十
日
町
市
議
会
議
長
　
鳥
田
　
直
治

十
日
照
警
察
署
長
　
　
梅
沢
七
之
助

　
〃
　
変
通
課
長
　
　
内
山
　
勝
造

十
日
町
地
区
変
通
安
全
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
賢
次

　
〃
　
副
会
長
、
新
潟
県
変
通
モ
ニ

タ
i
　
　
　
　
　
　
馬
場
文
平

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
七
郎

十
日
町
地
区
運
転
者
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
清
成

　
〃
　
副
会
長
　
　
　
村
印
聡
太
郎

十
日
町
土
木
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
百
合
彦

十
日
町
市
婦
人
会
長
　
西
郷
美
遊
喜

　
〃
　
副
会
長
　
　
　
高
橋
　
ヒ
メ

『

新
潟
県
立
十
日
町
高
等
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
田
虎
雄

新
潟
県
立
＋
日
町
実
業
高
等
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
里
修
一

十
日
町
市
立
十
日
町
小
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
沢
栄
天

十
日
町
市
立
十
日
町
中
学
絞
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
修

一
十
日
町
飲
食
店
業
者
代
表

一
　
　
　
弊
玄
一

十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
美
影

十
日
町
市
農
協
経
済
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
木
登
』
男

十
日
町
商
工
会
議
所
専
務
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
　
　
賢
吉

十
日
町
織
物
組
合
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
悌
治

｝
十
日
町
胃
年
会
議
所
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
里
正
典

新
潟
県
変
通
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
与
喜
男

越
後
変
通
十
日
酊
営
業
所
艮

　
　
　
　
　
　
　
　
片
桐

変
通
安
全
目
治
会
長
（
水
沢
）

　
〃
　
（
中
条
）

　
〃
　
（
下
条
）

．
一
般
住
民
代
表
山
本

＋
日
町
新
聞
社
長

越
路
新
聞
位
長

十
日
町
タ
イ
ム
ス
社
良

順
市

由樋丸
田口山
藤熊尚
作蔵政

桑
原
熊
太
郎

山
内
　
正
豊

上
村
淳
作

森
本
ス
ミ
エ

以
上
三
＋
人

▽
交
通
指
導
ロ
貝

変
通
安
全
協
会
及
　
　
石
坂
　
賢
次

変
通
安
全
協
会
副
会
長
、
県
変
通
モ

ニ
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
文
平

県
変
通
モ
ニ
タ
ー
　
　
山
内
与
喜
男

水
沢
地
区
変
通
安
全
自
治
会
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
利
雄

砂
利
合
運
転
管
理
者
　
馬
場
　
秀
雄

　
ほ
か
に
掴
当
課
も
指
導
に
あ
た
る

来
月
一
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
全
日
本
軟
式
卓
球
大
会
開
催

　
昭
和
四
十
五
年
度
全
日
本
軟
式
卓

球
選
手
権
入
会
が
、
五
月
二
日
か
ら

四
日
ま
で
の
三
日
闇
十
日
酊
市
民
体

育
舘
で
開
催
さ
れ
ま
す
．
こ
の
全
国

大
会
は
、
い
ま
ま
で
大
都
市
だ
け
で

開
催
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
山
深
い
地
方
都
吊
で
開
か
れ
る
の

は
は
じ
め
て
で
す
。

　
世
界
一
を
ほ
こ
る
、
わ
が
国
卓
球

知
事
選
挙
は
2
6
日
で
す

　
　
　
　
も
れ
な
く
投
票
を

　
来
る
二
十
六
日
（
日
躍
日
）
は
、

新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
．
す
。

新
潟
県
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
、

候
楠
者
の
政
見
、
人
物
を
よ
く
知
り

棄
権
の
な
い
よ
う
必
ら
す
投
票
し
ま

し
ょ
う
．

　
入
場
券
は
十
五
、
六
日

　
一
』
ろ
届
き
ま
す

　
各
投
票
所
の
入
場
券
は
、
市
政
事

務
嘱
託
員
を
通
じ
て
、
十
六
日
前
後

に
蒲
手
も
と
に
届
き
ま
す
の
で
、
名

前
や
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
．

　
不
在
者
投
票
は

　
投
票
日
の
二
十
六
日
に
出
張
、
旅

行
、
入
院
等
で
ゃ
む
を
得
な
い
用
務

で
役
票
で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
．
投
票
期
間
は
、
投

票
目
の
前
日
＝
十
五
日
ま
で
で
、
土

曜
、
日
曜
で
も
毎
出
市
役
所
三
階
の

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
で
き
ま

す
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
．

　
第
一
投
票
所
は
新
し
い

　
市
役
所
で
す

　
今
回
の
知
事
選
挙
か
ら
本
町
二
丁

目
の
旧
雨
役
所
が
使
え
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
第
一
投
票
所
は
、
新
庁

舎
に
な
り
ま
し
た
．
こ
の
た
め
、
第
【

一
投
票
区
の
、
本
陶
二
、
三
丁
目
の

万
だ
け
、
第
二
投
票
所
（
市
民
体

舘
）
へ
移
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
新
潟
県
知
事
選
挙
立
会

　
演
説

と
き
四
月
二
十
一
日
午
後
一

　
　
　
　
時

界
の
精
鋭
選
手
約
七
百
人
が
、
凹
．
取
高

の
技
術
で
日
頃
の
ヵ
と
技
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
市
民
一

人
で
も
多
く
の
観
ら
ん
を
希
望
し
て

お
り
ま
す
が
、
市
民
体
育
舘
が
せ
ま

い
た
め
、
若
干
規
制
（
観
ら
ん
時
間

を
）
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お

こ
と
わ
り
し
て
お
き
ま
す
。

　
な
霜
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。▽
第
一
日
目

五
月
二
日
（
土
）

午
前
九
時
開
会
式

　
午
前
十
時
　
試
合
開
始

▽
第
二
日
目

五
月
三
日
（
日
）

　
午
前
九
時
　
試
合
開
始

▽
第
三
日

五
月
四
日
（
月
）

　
午
前
九
時
　
試
合
開
始

【
註
】

　
一
般
参
観
は
、
入
口
案
内
係
の
指

　
一
．
爪
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
相
当
数
の
参
観
者
が
予
測
さ
れ
ま

　
す
の
で
、
場
内
の
整
理
の
都
合
上

　
規
制
入
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

一
、
募
集
区
分

①
職
種
及
び
募
集
人
員

　
イ
、
消
防
士

　
ロ
、
自
動
車
運
転
手

藁
縫
技
術
職
員

　
イ
、
消
防
士

と
こ
ろ
十
臼
町
而
民
体
育
舘

県
知
事
選
挙

政
見
放
送
田

．
州
躍
〕

名名名

（
1
）
学
校
教
酉
法
に
よ
る
局
等

　
学
校
卒
業
者
で
、
年
令
二
十

　
五
才
未
満
の
者

（
2
）
身
長
、
百
．
五
†
八
移
以
上

　
胸
囲
、
身
長
の
二
分
の
一
以

　
上
、
体
重
五
＋
キ
ロ
管
以
上
、

　
視
力
○
・
六
以
上
で
色
盲
で

　
な
い
者

ロ
、
自
動
車
運
駄
手

（
1
）
年
令
三
十
才
未
満
の
者
で

四
月
二
十
日
　
（
七
時
十
八
分
ー
七

　
　
　
　
　
時
三
十
五
分
）

四
月
二
十
三
日
（
十
九
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
一
一
＋
時
）

　
一
フ
ジ
オ

四
月
二
十
日
　
（
十
三
時
三
十
二
分

　
　
　
　
　
～
＋
四
時
）

〔
B
S
N
〕

　
テ
レ
ビ

四
月
＋
九
日

　
一
フ
ジ
オ

四
月
一
一
＋
日

〔
N
S
T
〕

　
テ
レ
ビ

四
月
＋
九
日

（
十
五
時
～
十
五
時

三
＋
分
）

（
十
二
時
一
分
5
十

一
一
時
＋
八
分
）

（
十
六
時
十
五
分
～

十
六
時
四
十
五
分
）

菅
村
さ
ん
に

黄
綬
褒
立
早

十
日
町
商
工
会
餓
所
会
頭
、
菅
村
新

蔵
さ
ん
（
六
十
七
才
）
は
、
こ
の
ほ

ど
中
小
企
業
振
興
の
功
績
に
よ
り
政

府
か
ら
、
黄
綬
褒
童
を
授
与
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
伝
遼
式
が
去
る
十
三

日
東
京
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん

　
　
（
2
）
普
通
免
許
及
び
大
型
特
殊

　
　
　
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

　
　
　
者

　
ハ
、
水
道
技
術
職
員

　
　
（
1
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

　
　
　
学
校
卒
業
者
で
、
年
令
二
十

　
出
口

　
公

　
　
　
。
五
才
未
満
の
者

一
一
、
試
験
方
法

　
試
験
は
口
述
試
験
、
身
体
検
査
並

び
に
身
上
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

①
口
述
試
験
は
、
主
乙
し
て
人
物
に

　
っ
い
て
面
接
を
行
な
い
ま
す
。

②
身
体
検
査
は
、
職
務
遂
行
に
必
要

　
な
健
康
度
を
有
す
る
か
ど
う
か
に

　
つ
い
て
換
査
を
行
な
い
ま
す
．

③
身
上
調
査
は
、
受
験
資
格
の
有
無

　
申
込
書
記
載
事
項
の
真
否
に
っ
い

て
調
査
し
ま
す
。

三
、
試
験
期
日

　
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
二
日

十
日
町
市
職
員
募
集

　
（
詳
細
は
、
受
験
申
込
者
に
別
途

通
知
）

四
、
発
表

　
試
験
終
了
後
、
身
上
調
査
の
結
果

　
に
基
づ
い
て
、
五
月
下
旬
に
合
格

　
者
を
決
定
し
、
而
役
所
前
に
掲
示

　する

ほ
か
、
受
験
申
込
者
に
通
知

五
、
受
験
手
続

　
つ
ぎ
の
轡
類
を
十
日
町
公
共
職
業

　
安
定
所
ま
た
は
市
役
所
市
長
公

　
室
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
．

①
受
験
申
込
轡

　
⑨
履
歴
雷
（
応
人
の
写
真
を
貼

　
　
付
）

　
③
消
防
職
員
並
び
に
水
道
技
術
職

　
　
員
は
、
成
繍
証
明
書
、
自
動
車

　
　
運
転
手
は
自
動
車
免
許
証
の
写

④
身
体
検
査
書

六
、
受
付
期
間

　
昭
和
四
＋
五
年
四
月
二
十
五
日
か

　
ら
同
任
五
月
二
日
ま
で

な．

お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

　
（
電
話
七
－
三
一
一
一
）
市
長
公

　室に

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
．

　
水
沢
診
療
所
か

　
移
転

　
十
日
町
南
太
田
島
の
水
沢
診
療
所

は
、
四
月
一
P
か
ら
士
而
の
水
沢
出

張
所
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

諸
車
通
行
止

　
国
道
二
五
三
号
線
、
十
日
町
市
孕

石
～
南
魚
郡
界
、
三
・
四
♂
材
が
道

路
改
良
工
事
の
た
め
、
四
月
＋
日
か

ら
五
月
三
十
一
R
ま
で
変
通
止
め
と

な
り
ま
す
。
う
回
路
は
国
道
二
五
二

号
纏
で
小
型
車
の
み
で
す
．

児
童
手
当
と
重
度
心
身

障
害
児
福
祉
手
当
支
給

　
市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
児
重
手

当
と
、
璽
度
心
身
瞳
害
児
福
祉
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
児
童
手
当

　
四
人
以
上
の
義
狗
教
胃
終
了
前
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
看
に
対

し
て
、
三
人
を
こ
え
る
児
童
一
人
に

つ
き
月
額
千
円
を
支
給
し
、
児
童
の

健
全
育
成
を
助
長
し
、
福
祉
の
増
進

を
図
る
．

・
重
度
心
身
瞳
害
児
福
祉
手
当

　
二
十
才
未
満
の
身
体
瞳
害
者
福
祉

法
に
基
づ
く
身
体
瞳
害
者
手
帳
の
交

付
者
で
、
一
級
、
二
級
の
者
、
又
は

こ
れ
と
同
程
度
の
瞳
害
を
有
し
、
日

常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る

者
と
、
精
神
の
発
達
が
著
し
く
遅
れ

て
い
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
に
介

護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
状
態
に
あ

る
者
を
現
在
、
養
爵
監
護
し
て
い
る

保
護
者
に
対
し
て
、
心
身
瞳
害
児
一

人
に
つ
き
月
額
千
円
を
支
給
し
、
瞳

害
児
童
の
福
祉
の
増
進
．
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
申
請
に
つ
い
て
は
、
所
定
の

申
請
書
に
、
児
童
手
当
は
住
民
票
謄

本
一
通
、
重
度
心
身
障
害
児
手
当
は

身
障
者
手
帳
に
住
民
票
謄
本
一
通
、

ま
た
身
障
者
手
帳
の
変
付
を
受
け
て

い
な
い
児
童
と
精
神
瞳
害
の
児
童
は

重
度
で
日
常
生
活
で
常
に
介
護
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
医
師
の
診

断
書
を
一
通
と
住
民
票
謄
本
一
通
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
．

　
手
当
の
支
給
は
い
す
れ
も
年
三
回

（
七
月
、
十
一
月
、
三
月
）
に
分
け

て
支
給
し
ま
す
。

健
康
手
帳
で
予
防

　
接
種
や
診
断
を

　
各
種
予
防
接
種
お
よ
び
結
核
健
康

診
断
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
個
人

あ
て
通
知
を
差
し
あ
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
四
月
か
ら
各
個
人
に
健

康
手
帳
を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
後
は
毎
月
市
保
険
衛
生
課
で
お
し

ら
せ
す
る
日
程
表
に
よ
り
、
健
康
手

帳
を
必
ら
す
ご
持
参
の
う
え
、
予
防

接
種
等
の
会
場
に
お
出
～
だ
さ
い
。

　
な
お
こ
の
手
帳
は
、
す
で
に
六
才

未
満
の
方
に
お
と
ど
け
し
て
あ
り
、

職
場
の
健
康
診
断
を
し
て
い
る
一
部

事
業
所
を
除
い
て
今
月
中
に
各
家
庭

に
配
付
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
手
帳
の
様
式
ロ
の
中
に
あ

る
保
護
者
氏
名
欄
に
は
必
ら
す
お
名

前
を
お
書
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
．

市
役
所
人
事

　
　
　
　
　
（
四
月
の
日
付
）

農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
局
長
　
越

　
　
　
　
村
己
則

社
会
福
祉
事
務
所
、
長
兼
十
日
町
市
立

保
育
所
長
　
桑
原
一
郎
（
庶
務
課

　
　
　
　
長
）

市
民
課
長
　
樋
熊
良
作
（
教
育
委
員

　
　
　
　
会
庶
務
課
侵
〉

庶
務
課
長
　
岩
田
三
夫
（
庶
務
課
長

　
　
　
　
補
佐
）

都
市
開
発
課
、
長
　
本
田
欣
二
郎
（
市

　
　
　
　
　
艮
公
室
長
補
佐
》

公
民
舘
長
補
佐
　
根
灘
清
治
（
勤
労

　
　
　
　
　
青
少
伍
ホ
；
ム
舘
長
）

市
長
公
室
長
補
佐
　
近
藤
哲
雄
（
市

　
　
　
　
　
長
公
室
秘
轡
係
長
）

庶
務
課
長
補
佐
　
富
井
泰
一
郎
（
水

　
　
　
　
沢
地
区
学
校
給
食
調
理

　
　
　
　
場
所
長
）

水
沢
地
区
学
校
給
食
調
理
場
所
長

　
　
　
　
上
村
仁
平
（
十
日
町
市

　
　
　
　
立
保
育
所
長
）

消
防
署
長
　
山
田
一
男

農
業
委
員
会
副
参
事
　
山
田
熊
治

　
　
　
　
　
（
市
民
課
而
民
係
長
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
舘
長
　
阿
部
勝

　
　
　
　
次
（
消
防
署
長
）

市
民
課
市
民
係
長
　
樋
口
忠
晴
（
水

　
　
　
　
沢
出
張
所
主
任
）

水
沢
出
張
所
主
任
　
村
山
治
之
（
水

　
　
　
　
沢
診
療
所
主
査
）

吉
田
出
張
所
主
任
　
斉
木
仁
（
税
務

　
　
　
　
課
）

都
市
開
発
課
雪
害
公
害
係
長
　
阿
部

　
　
　
　
民
男
（
市
長
公
室
雪
害

　
　
　
　
　
公
害
係
長
）

都
市
開
発
課
都
市
計
画
係
長
　
真
霜

　
　
　
　
　
啓
一
（
建
設
課
都
市
計

　
　
　
　
　
圃
係
長
）

都
甫
開
発
課
開
発
係
長
　
金
沢
重
夫

　
　
　
　
　
（
農
林
諌
国
土
調
査
係

　
　
　
　
　
長
）

教
育
委
員
会
庶
務
課
長
　
岡
田
信
郎

　
　
　
　
　
（
市
民
課
長
）

　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
旧
所
属

市
民
課
参
事
　
　
　
　
池
田
　
熊
蔵

社
会
福
祉
事
務
所
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
＋
郎

市
長
公
室
副
参
事
　
　
庭
野
光
天

建
設
課
副
参
事
　
　
　
小
林
　
虎
男

社
会
教
育
課
副
参
事
　
田
村
　
達
天

農
秣
課
国
土
調
査
係
．
長

　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
文
一
一

建
設
課
監
埋
係
長
　
　
村
山
　
福
吉

農
林
課
展
業
構
造
改
善
事
業
係
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
楊
良
朗

農
林
課
農
菜
土
木
係
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
冨
士
雄

建
設
課
土
木
係
主
査
　
岩
田
　
久
雄

税
務
課
固
定
資
産
税
係
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
辰
春

庶
務
課
庶
務
変
通
係
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
田
　
　
衛

市
民
課
国
民
矩
金
係
主
査

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
木
英
一
一

十
日
町
保
育
所
主
任
保
母

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
澄
代

高
山
保
育
所
主
任
保
母

　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
文
子

鐙
島
保
育
所
主
任
保
母

　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
怜
子

川
治
保
育
所
主
任
保
母

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
　
栄

一

D
こぐ？＞》

！

悲しみの交通事故）　　　　　（明日はわが身

市内交通事故発生状況

年
期
前
同

災
済
者

亜
共
入

変
害
加

45．3現在

O
　
　
　
O

　
　
　
1

0
　
　
　
2

死者O
負傷者6

一364



一一2一（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）昭和45年4月15日（水曜日）ちまかおと

ことしの予算総額14億7千万円（萎聲）
話lll器器器器ll：1：溜：1：1：器：器1淵器翻ll器器1器器器：1器器lll器1器器器1器器淵1器1器器器器器謝器器1器器器1器1器器1器譜器調器器1器1器器器1器器器器器ll器ll器1器盟器器器器lll：器1階器1：ll認器翻器器器器巽1：ll器ll器器：ll認ll器ll器譜：llllll1

　昭和45年度一般会計当初予算は、昨年当初より約1億8千万円多い約14億7千万円と大型予算になり

ました。

　才入、才出の主なものをみますと、才入では市税が前年比約9千3百万円増の5億3千8百万円、地

方交付税3億9干7百万円・国、県支出金1億9千7百万円、市債7千7百万円などとなっています。

一方才出は教育費・民生費とも約2億7千5百万円、土木費2億4千3百万円、総務費2億1千3百万

円、農林水産業費1億8百万円などとなっています。

11’民税261，896

固定資産税168，094

軽自動車税11，167
たばこ消費税　55，090

電気・ガス税28，999

都ll∫1十画税12，974

昭和45年度当初予算
　　　　　　　分担金及び負担金　　　単位千円
　　　　　　　　　21，782　　2％
　　　　　　　繰越金45，0003％　　　　寄付金19，0741％

　　　　　市民会舘建設10，000　　　　　その他
　　　　　保育所8，000　　　　　　学校建設15，900　　　7，087

中条小屋体改：築23，746富
水沢小校舎改築30，096
十日町スキー場建設事業
　　　　　　　5，215

　　　　　　税

538，504

37％

　
　
　
　

入
額
謂

才
総
珊

夢彊。謙
ミヱ　5％

国庫支出金

197，584

13％　　、

民　生　費

275，474

　　　19％

　
　
　
7
8

出
額
4
網

　
　
　
　

才
総
4
7

地方交付税
　　　397，676

　　　　　27％

磯・1
勢鹸
農林水産業費
108，545

17％／

下条保育所建設

　　　　　　15，370

土　木　費

243，853

　　　17％

総　務　費

213，932

　　　15％

イLぞ舌イ呆’護　97ラ487

｛】7：ぞ交建設10，159

〕首1艮各・橋　彦嚢　109，491
ク雪　 fr厚　 文・∫臼　策　　36，059

者β11∫rlh由i『｝一・業’　64，945

民会舘建設費
　　　　　15，670

農業拳蕎」輩こ己5ζ善・ヨ瞠　響ぐ

　41，144
苗場山麓開発
推．∫丘倭季業　　1，327

報市第162号

ガ
ス
の
性
質

1
、
空
気
よ
り
重
い
。

　
へ
空
気
の
一
・
五

倍
か
ら
一
・
八
倍

の
重
さ
）
洩
れ
る

と
竈
内
の
低
い
と

こ
ろ
、
床
下
な
ど

に
溜
り
や
す
い
。

2
、
燃
焼
す
る
と
き

に
、
多
く
の
空
気

　が

必
要
で
す
。
（
ブ

・
パ
ン
ガ
ス
一
に

　対し、

約
二
十
四

倍
の
空
気
量
、
都

市
ガ
ス
の
約
八

倍
〉
空
気
が
不
足

　
す
る
と
、
不
完
全

燃
焼
し
て
、
一
酸

化
炭
素
が
発
生
す

。
る
の
で
、
風
呂
釜

　
や
密
閉
さ
れ
た
室
内
で
器
具
を
使

　
う
時
は
、
換
気
と
排
気
が
大
切
で

　
す
．

3
、
容
器
の
中
の
液
が
洩
れ
る
と
、

　
約
二
百
五
＋
倍
の
ガ
ス
に
な
る
．

　
容
器
を
横
に
し
た
り
、
倒
し
た
り

　
し
て
少
量
の
液
が
洩
れ
て
も
大
愚

　
の
ガ
ス
が
洩
れ
た
こ
と
に
な
り
最

も
危
険
で
す
。

4
．
に
お
い
が
つ
い
て
い
る
。

　
空
気
中
に
二
百
分
の
一
以
ヒ
洩
れ

　
る
と
感
す
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

　
安
全
な
使
い
方

1
、
点
火
す
る
前
に
、
に
お
い
に
注

意
す
る
。

2
、
使
っ
た
後
、
寝
る
前
、
外
出
の

　
と
き
は
、
必
す
「
元
栓
」
を
閉
め
る
。

3
、
風
呂
が
ま
、
大
型
の
湯
沸
器
な

　
ど
を
使
う
と
き
は
、
換
気
と
排
気

を
＋
分
に
す
る
。

“
、
ノ

“
、ノ一、グ
織尊

ノ
調

　
　
　
　
」
▼
・
ノ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
こ
れ
ら
の
器
具
は
ガ
ス
の
使
用

　
量
も
多
く
、
ま
た
裕
閉
さ
れ
た
場

　
所
で
使
わ
れ
る
の
で
、
特
に
注
意

　
が
必
嬰
で
す
．
（
換
気
口
、
排
気

　
筒
を
毅
備
し
ま
し
ょ
う
）

4
、
ガ
ス
の
火
が
吹
き
消
え
、
立
ち

　
消
え
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

　
　
ナ
ベ
を
か
け
た
ま
N
外
出
し
た

　
た
め
煮
乙
ぽ
れ
し
て
火
が
消
え
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

5
、
ガ
ス
洩
れ
の
と
き
は
、
近
く
の

　
火
を
消
し
、
元
栓
、
容
器
元
弁
を

　
閉
め
て
窓
や
入
口
を
開
け
て
、
ホ

　
ー
キ
で
ガ
ス
を
追
い
出
す
。
す
ぐ

　
点
火
し
た
り
、
電
気
器
具
の
ス
イ

　
ッ
チ
を
入
れ
る
の
は
危
険
で
す
。

6
、
ゴ
ム
管
は
、
ホ
ー
ス
パ
》
ド
で

　
し
っ
か
り
止
め
ま
し
ょ
う
。

7
、
元
栓
や
、
ゴ
ム
管
の
継
ぎ
目
は

　
と
き
ど
き
調
べ
ま
し
ょ
う
．
石
け

　ん

水
を
つ
け
る
と
ア
ワ
が
で
る
の

　
で
わ
か
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
で
ゃ
る

の
は
危
険
で
す
．

8
、
容
器
の
取
り
付
け
は
、
販
売
店

　
に
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

9
、
容
器
の
置
き
場
所
は
、
屋
外
の

　
風
通
し
の
よ
い
、
直
射
日
光
の
当

　
ら
な
い
と
こ
ろ
を
選
び
ま
し
ょ
う

10、

万
一
の
と
き
は
、
近
く
の
火
を

　
消
し
、
容
器
元
弁
を
閉
め
て
、
近

　
所
の
人
、
消
防
署
、
販
売
店
な
ど

　
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
．

・
ブ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
販
売
許
酊
の

　
表
示
の
あ
る
店
か
ら
買
い
ま
し
ょ

　
う
。
　
（
販
売
許
可
を
受
け
、
資
格

　
の
い
る
店
で
な
け
れ
ぱ
取
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。
）

・
現
庄
、
使
用
さ
れ
て
い
る
設
備
に

　
異
状
が
な
い
か
、
販
売
店
に
調
べ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■小児マヒ生ワク投与

お
知
ら
せ

対象区城対象者接種月口場会

条中

”

　下　　　　条

旧・∫（欝森醒む）

S44．2．　1
　　　～

S45．1．31
生まれまでの者

4月2旧（9時～10時）

4月2可噸禰
中条公民舘

飛一小学校

，4月2i日（塒聡時）

1亜旦重璽編）．

下条出張所

十日町公民舘

■妊婦検診

要摘対象区域対象者
貧血検診料

　金35円

　
　
1
，
一
田
…

　
井
適

　
大
六
㎜

　
　
、
L

　
　
座
治
一

　
　
新
川
一

　
者
　
の
　
　
　
　

　
中
　
婦
　
　
　
　

　
妊
　
　
　
　

町日十

　検診　月　日

4月2旧（午後漕時）

4月22日（午後虜時）

　会　　場

十日町公民舘

〃

多
い
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所

　
　
　
　
　
　
　
関
係
機
関
で
現
地
査
察

　
市
で
は
云
る
八
日
、
都
市
開
発
課
㎜
木
事
務
所
、
林
業
串
務
助
、
消
防
署

雪
害
公
害
係
を
中
心
に
、
警
祭
、
土
』
な
ど
関
係
機
関
と
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所

血■献

要摘対象区域対象者
献血手帳をお
持ちの方はご
持参下さい

町日十

田士
・

満16才以上65才

迄の健康の方

　検　診　月　日

4月23日（糀躍蜘

！4月23日（撃潔翻

会　　場

十日町専門
店会事務所
十日町砂利
合資会社

の
合
同
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
巣
、
こ
と
し
の
異
常
豪
雪

で
市
内
の
消
雪
は
平
年
よ
り
約
一
ヵ

月
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
積
雪
量

が
多
い
時
魍
に
除
雪
し
て
い
る
の
で

道
路
の
両
側
は
、
斜
面
の
雪
と
、
機

械
除
雪
に
よ
り
大
き
な
鋸
壁
が
形
成

■育児相談

対象区域
1⊥

1対象者
条下

生後12ケ月まで
の者

会　場1検診月　日
　　　　 1下条出張所14月24日（午1時～2時）

さ
れ
、
ナ
ダ
レ
の
危
険
度
が
比
較
的

高
い
と
い
う
こ
と
で
、
融
鍔
期
を
迎

え
て
、
山
聞
地
特
有
の
ナ
ダ
レ
現
象

に
充
分
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
．

【
写
真
は
、
下
条
、
漉
野
地
内
を
見

る
査
察
団
】

手
続
き
は
今
月
末
ま
で

　
　
　
　
　
　
農
耕
用
軽
油
免
税
証
の
交
付

　免

税
証
の
交
付
事
務
を
、
次
の
期

間
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
出
来
る
限

り
こ
の
期
間
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

期
　
　
間

　
　
　
　
四
月
二
十
四
日
　
二
十

　
　
　
　
七
日
一
一
＋
八
日

一
父
付
場
所

　
　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
　
　
　
間
税
課

◎
持
参
す
る
書
類

1
、
は
じ
め
て
申
請
さ
れ
る
万

　
①
機
械
を
取
得
さ
れ
た
証
明
轡

　
（
市
町
村
長
の
納
税
証
明
書
又
は

　
買
売
契
約
書
等
）

　
②
市
町
村
農
業
委
員
会
の
発
行
す

　
る
耕
作
反
別
証
明
書

　
③
印
か
ん
（
共
同
の
場
含
関
係
者

全
属
）

2
、
す
で
に
変
付
を
う
け
て
い
る
万

　
で
使
用
者
証
の
有
効
期
限
の
あ
る

方①
免
税
軽
油
使
用
者
証

②
印
か
ん
　
た
だ
し
機
械
を
新
ら

し
く
取
得
さ
れ
た
り
、
耕
作
反
別

に
変
更
あ
る
か
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
証
朋
督

③
す
で
に
交
付
を
う
け
た
使
用
者

　
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
方

　
・
は
じ
め
て
の
方
と
同
じ

　
・
期
限
の
切
れ
た
使
用
者
証

そ
の
他
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

財
務
事
務
所
間
税
課
（
七
ー
八
一
二

三
）
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

忘
れ
な
い
で
下
さ
い

　
五
月
六
日
か
ら
福
祉
年
金
の
支
払
い

　
五
月
六
日
か
ら
福
祉
年
金
の
支
払

い
が
、
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
．

各
自
の
指
定
郵
便
局
で
五
月
期
分
の

支
払
い
を
受
け
た
ら
、
必
ら
す
市
役

所
国
民
年
金
係
か
各
出
張
所
へ
福
祉

僅
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　その

さ
い
保
管
証
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
九
月
七
日
に
皆
さ
ん
に
証
書

を
渡
す
ま
で
大
切
に
持
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
．
年
金
証
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
九
月
の
支
払
い
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
十
日
町
郵
便
局
で
支
払
い

を
受
け
る
か
た
は
、
五
月
六
日
、
七

日
と
市
の
係
員
が
郵
便
局
に
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
で
年
金
証

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
宛

通
知
書
は
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
市
報

回
覧
を
ご
覧
の
う
え
、
忘
れ
す
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
．

線
路
を
歩
か
な
い
で
／

　
　
　
　
国
鉄
で
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

　
国
鉄
で
は
毎
年
多
額
の
経
費
を
投

じ
て
立
体
変
差
や
、
踏
切
警
報
機
の

と
り
つ
け
な
ど
を
行
な
い
、
通
行
す

る
方
々
の
安
全
の
確
保
に
つ
と
め
て

お
り
ま
す
．
こ
の
よ
う
に
踏
切
の
安

全
度
を
た
か
め
ま
し
て
も
、
残
念
な

が
乃
最
近
で
は
、
警
報
機
の
と
り
つ

け
て
あ
る
路
切
で
か
え
っ
て
事
故
が

増
え
て
い
る
現
状
で
す
。
ま
た
、
子

供
の
い
た
づ
ら
に
よ
る
置
石
事
故
も

い
ぜ
ん
な
く
な
ら
す
、
高
速
連
転
す

る
列
車
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
な
状

謬
な
．
て
奮
ま
す
．
艮
野
鉄
道

｝
管
理
局
で
は
、
こ
と
し
も
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
機
会
に
、
つ
ぎ
の

こ
と
を
呼
び
か
け
て
協
力
を
望
ん
で

欝
駐
瑳
人
叢

『
2
整
し
て
よ
く
安
全

　を

確
か
め
て
か
ら
通
る
．

二
、
驚
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は

通
ら
な
い
。

三
、
非
常
の
と
き
は
、
列
車
を
止
め

る
手
配
を
す
る
．

四
、
警
報
機
の
柱
等
に
非
常
ボ
タ
ン

　
が
設
け
て
あ
る
踏
切
で
支
障
し
た

　
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
使
用
す

　
る
。

五
、
自
動
車
に
は
赤
旗
、
発
え
ん
筒

を
備
え
つ
け
る
．

六
、
鉄
道
用
地
間
の
立
ち
入
り
や
、

　
線
路
を
歩
か
な
い
．

七
、
子
供
は
、
線
路
内
で
遊
ぱ
せ
な

　
い
よ
う
保
護
者
が
関
心
を
も
つ
．

引
揚
者
特
別
交
付
金
の
請
求

期
限
が
延
長
に
な
り
ま
し
た

　当市の

引
揚
者
特
別
変
付
金
の
請

求
手
続
き
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
該
当
さ
れ
る
方
の
大
部
分

が
完
了
さ
れ
た
こ
と
矛

思
い
ま
す
が

こ
の
た
び
、
請
求
も
れ
の
方
々
を
対

象
に
そ
の
請
求
期
間
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

　
今
ま
で
の
請
求
期
限
は
、
昭
和
四

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
幻
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
法

改
正
に
よ
り
請
求
期
限
が
一
年
延
長

さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
交
付
金
の
請
求
手
続
き
が
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
し
だ
が
っ
て
、
昭
和
四
＋
五
矩
四

月
一
日
か
ら
も
引
続
き
、
い
ま
ま
で

の
要
領
で
請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
で
、
事
務

手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
お
n
ま
す
の

で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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